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利根沼田消防ポンプ操法競技会が６月１日、沼田市
沼田公園野球場で開催されました。
村消防団からは、小型ポンプの部で第５分団が、ポ

ンプ車の部で第９分団が出場。
小型ポンプの部は優勝、ポンプ車の部では準優勝と、

大活躍をみせました。（関連は４～５ページ）
※写真はポンプ車の部に出場した第９分団の操法　
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任
期
満
了
に
伴
う
昭
和
村
長
選
挙
が
５
月
13
日
に
告
示

さ
れ
、
午
後
５
時
に
立
候
補
者
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
た

と
こ
ろ
、
立
候
補
者
が
一
人
と
な
り
、
加
藤
秀
光
氏
（
現

職
）
が
、
無
投
票
に
よ
り
当
選
し
ま
し
た
。

３
期
連
続
無
投
票
で
の
当
選
は
村
政
始
ま
っ
て
以
来
初
。

５
月
19
日
に
は
午
前
９
時
30
分
よ
り
当
選
証
書
付
与
式

が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
星
野

寛
司
委
員
長
よ
り
当
選
証
書
が
加
藤
氏
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。３

期
目
の
初
登
庁
は
６
月
２
日
。
職
員
や
関
係
者
ら
に

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
加
藤
村
長
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

就
任
の
あ
い
さ
つ
で
は
「
後
継
者
対
策
や
子
育
て
支
援
、
村

の
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た

い
」
と
述
べ
、
加
藤
村
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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村
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選

挙

加
藤
村
政
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

５
月
　
加
藤
秀
光
村
長
就
任

６
月
　
ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
イ
ー

グ
ル
・
ポ
イ
ン
ト
よ
り
13
人

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
初
来
村

９
月
　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

12
月
　
戸
籍
の
電
子
化
サ
ー
ビ
ス
開

始

平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）

３
月
　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

４
月
　
農
業
集
落
排
水
事
業
　
昭
和

南
地
区
供
用
開
始

４
月

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理（
浄

化
槽
）事
業
開
始

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

４
月
　
学
童
保
育
所
「
昭
和
東
学
童

ク
ラ
ブ
」
開
始

４
月
　
昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ

ン

５
月
　
昭
和
の
森
山
荘
オ
ー
プ
ン

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）

１
月
　
利
根
沼
田
任
意
合
併
協
議
会

設
立

４
月

学
童
保
育
所「
昭
和
南
学
童

ク
ラ
ブ
」
開
始

９
月
　
法
定
合
併
協
議
会
に
不
参
加

を
表
明
、
自
主
自
立
を
選
択

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

３
月
　
第
一
保
育
園
新
園
舎
完
成

４
月

農
業
集
落
排
水
事
業
　
永

井
・
入
原
地
区
供
用
開
始

４
月

ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

完
成

５
月
　
加
藤
秀
光
村
長
無
投
票
で
村

政
２
期
目
へ

５
月
　
第
58
回
群
馬
県
植
樹
祭
が
千

年
の
森
で
開
催

〜
加
藤
村
政
２
期
８
年

こ
れ
ま
で
の
歩
み
〜

加藤秀光村長〔略歴〕

昭和15年３月５日、大字糸井で生
まれる（現在68歳）。昭和33年、利
根農林高等学校（現、利根実業高等
学校）を卒業後、実家の農業に従事。
昭和59年４月、村消防団長に就任。
昭和61年４月に団長を退任後、同年
12月村議会議員に当選。２期務めた
後、平成６年12月、村議会議長に就
任。平成10年12月、村議会議員を退
任後、平成12年５月村長選に出馬、
無投票で初当選。平成16年５月に行
われた２期目となる同選挙でも無投
票で当選し、現在に至る。住所は大
字糸井2229番地。
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６
月
　
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
事
業
廃
止

７
月
　
テ
レ
ド
ー
ム
開
始

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

４
月
　
借
り
上
げ
賃
貸
住
宅
（
ア
ッ

プ
ル
タ
ウ
ン
）
８
棟
入
居
開

始

５
月
　
第
４
次
昭
和
村
総
合
計
画
策

定

７
月
　
横
浜
市
と
「
災
害
時
に
お
け

る
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結

10
月
　
関
屋
工
業
団
地
に
味
の
素
フ

ァ
イ
ン
テ
ク
ノ（
株
）、
藤
森

工
業（
株
）、
佐
藤
運
送（
株
）

が
進
出
決
定

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

４
月
　
学
童
保
育
所
「
大
河
原
学
童

ク
ラ
ブ
」
開
始

４
月
　
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
燦
」

開
所

８
月
　
子
育
保
育
園
新
園
舎
完
成

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

３
月
　
糸
之
瀬
苗
畑
約
21
ha
を
国
よ

り
取
得

４
月
　
関
屋
工
業
団
地
内
の
味
の
素

フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ（
株
）、
藤

森
工
業
（
株
）
、
佐
藤
運
送

（
株
）が
操
業
開
始

８
月
　
茨
城
県
取
手
市
と
「
災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結

８
月
　
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
オ
シ
ム

監
督
来
村
、
子
ど
も
た
ち
と

交
流

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

２
月
　
灯
油
価
格
高
騰
の
た
め
対
象

世
帯
に
灯
油
購
入
費
の
助
成

４
月
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
開
始

４
月
　
中
学
生
の
医
療
費
無
料
化

就　　任　　の　　あ　　い　　さ　　つ

こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
村
民
皆
様
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
３
期
目
の
昭
和
村
政
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
一
重
に
村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
理
解
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
村
民
皆
様
の

ご
負
託
に
お
応
え
す
る
た
め
、
力
の
及

ぶ
限
り
、
そ
の
任
に
当
た
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
後
４
年
間
の
村

政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
第
４
次
総
合
計
画
」
に
基

づ
き
ま
し
て
、「
農
業
・
商

業
・
工
業
の
振
興
」
、
「
教

育
・
福
祉
の
充
実
」、「
ス
ポ

ー
ツ
と
文
化
の
振
興
」、「
子
育
て
支
援

と
定
住
化
の
促
進
」、「
自
立
の
村
づ
く

り
」
の
５
つ
の
施
策
を
柱
と
し
て
、
全

身
全
霊
で
村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
は
、
こ
れ
ま
で
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

昭
和
関
屋
工
業
団
地
に
企
業
が
進
出
し
、

残
る
１
区
画
も
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
農
業
振
興
に
は
力
を
入
れ
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
関
係
機

関
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
交
通
の
利
便

性
や
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
新

た
に
工
業
団
地
を
誘
致
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
や
地

方
分
権
に
対
応
す
る
政
策
能
力
の
向
上

を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

体
の
財
政
力
を
示
す
指
標
で
あ
る
財
政

力
指
数
を
現
在
の
０
・
３
６
か
ら
０
・

６
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、

財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
介
護
を
は
じ
め
と
す

る
福
祉
や
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援

を
通
し
て
少
子
化
対
策
や
若
者
の
定
住

化
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
つ
一

つ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が

ひ
い
て
は
自
立
の
村
づ
く
り
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
地
方
自
治
体
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
村
政
運
営
の
基
本
を
「
人

に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
と
し
、
村
民

皆
様
が
安
心
し
て
豊
か
に
生
活
で
き
る

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
今
後
と
も

村
政
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

に
当
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

安
心
し
て
豊
か
に
生
活
で
き
る

「
人
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す



44444444444444444

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
で
第
５
分
団
が
優
　
勝
！

第
９
分
団
が
準
優
勝
！

平
成
20
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
６
月

１
日
、
沼
田
公
園
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
消
防
団
代
表
と
し
て
、
第
５
分
団
（
永
井
地
区
）
が
小

型
ポ
ン
プ
の
部
で
、
第
９
分
団
（
中
野
下
・
上
、
長
者
久
保
、

大
河
原
、
追
分
、
赤
谷
地
区
）
が
ポ
ン
プ
車
の
部
で
そ
れ
ぞ

れ
出
場
。

と
も
に
質
の
高
い
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
、
第
５
分
団
が

優
勝
、
第
９
分
団
は
準
優
勝
と
大
活
躍
し
ま
し
た
。

見
事
に
晴
れ
わ
た
っ
た
空
の
も
と
で
行
わ
れ
た
競
技
会
で

は
、
県
大
会
の
出
場
を
懸
け
て
競
わ
れ
、
ど
の
市
町
村
の
消

防
団
も
気
合
い
十
分
。
緊
張
感
の
漂
う
競
技
会
と
な
り
ま
し

た
。そ

ん
な
中
、小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
た
第
５
分
団
は
、

出
場
団
体
10
団
体
中
１
番
最
初
に
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
中
、
素
早
く
正
確
な
操
法
で
、
二
位

以
下
を
大
き
く
引
き
離
し
優
勝
。
個
人
賞
も
指
揮
者
、
１
番

員
、
２
番
員
、
３
番
員
の
全
員
が
受
賞
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の

第
５
分
団
、
第
９
分
団

と
も
に
県
大
会
へ

利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会正確・迅速な操法を披露する第５分団

個人賞を独占し優勝した第５分団



部
で
全
て
の
賞
を
獲
得
す
る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し
た
第
９
分
団
は
、
出
場
団
体
９

団
体
中
８
番
目
に
登
場
。気
迫
の
こ
も
っ
た
操
法
を
披
露
し
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
は
、
消
防
団
員
が
消
防
機
械
器

具
の
取
り
扱
い
や
操
作
の
技
術
を
競
い
、
消
防
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
利
根
沼
田
地
域
で

は
毎
年
、
県
で
は
２
年
に
１
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
５
分
団
と
第
９
分
団
は
、
８
月
20
日
に
行
わ
れ
る
県
大

会
へ
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
全
国
大
会
が
行
わ
れ
る

年
に
当
た
る
た
め
、
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

気迫のこもった操法を披露する第９分団

準優勝と大健闘の第９分団

出場選手

小型ポンプの部
第５分団
指揮者　藤井　和信（個人表彰）
１番員　藤井　功太（ 〃 ）
２番員　藤井　弘行（ 〃 ）
３番員　藤井　 勉 （ 〃 ）
補助員　諸田　 勉

ポンプ車の部
第９分団
指揮者　後藤　信行（個人表彰）
１番員　新井　俊治
２番員　吉澤　哲也
３番員　星野　元春
４番員　後藤 貴
補助員　石井 久

5
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第
35
回
　
昭
和
村
敬
老
会

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
22
組
、
金
婚
23
組
、

傘
寿
78
人
の
長
寿
祝
う

慶祝者を代表してダイヤモンド婚の林栄久さん・マスさんご夫妻（宿）が謝辞

園児たちが元気に合唱を披露

会
場
と
な
っ
た
公
民
館
多
目
的

ホ
ー
ル
に
は
、３
８
４
人
が
来
場
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
、
式
典
の
前

に
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
１
時
30
分
よ
り
行
わ
れ
た

式
典
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

代
表
し
て
林
栄
久
さ
ん
・
マ
ス
さ

ん
ご
夫
婦
（
宿
）
が
、
金
婚
を
代

表
し
て
綿
貫
民
男
さ
ん
・
ソ
ノ
ヱ

さ
ん
ご
夫
婦
（
森
下
中
）
が
、
傘

寿
を
代
表
し
て
中
村
正
三
さ
ん

（
中
野
上
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
慶
祝

状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
村
老
人
ク
ラ

ブ
金
井
吉
之
助
会
長
が
「
戦
中
戦

後
の
大
変
な
時
代
、
半
世
紀
以
上

苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

皆
さ
ん
は
、
特
に
感
慨
深
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
金
婚

を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
全
員
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
健
康
に
気
を
付
け
て
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
慶
祝
者

に
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

謝
辞
で
は
慶
祝
者
を
代
表
し
て
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
た

林
栄
久
さ
ん
・
マ
ス
さ
ん
ご
夫
婦

が
「
数
々
の
お
祝
い
と
激
励
の
お

言
葉
に
感
激
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
若
い
時
代
は
戦
争
と
平
和
、

村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
第
35
回
昭
和
村
敬
老
会
が
５
月
26
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
結
婚
60
年
を
迎
え
ら
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
夫
婦
22
組
、
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ

た
金
婚
の
夫
婦
23
組
と
、
傘
寿
（
80
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
78
人
の
、
総
勢
168
人
を
祝
い
ま
し
た
。



金婚代表の綿貫民男さん・ソノヱさんご夫妻（森下中）

傘寿代表の中村正三さん（中野上）

7

そ
し
て
高
度
経
済
成
長
と
目
ま
ぐ

る
し
い
時
代
で
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
地
域
の
人
た
ち
と
苦
楽
を
分

か
ち
合
い
、
励
ま
し
合
い
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
体

に
気
を
付
け
健
康
な
社
会
人
と
し

て
、
地
域
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

式
典
の
後
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
、
第
１
保
育
園
、

第
２
保
育
園
、
子
育
保
育
園
の
３

園
か
ら
、
年
長
さ
ん
79
人
が
「
い

ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
ほ
か
１
曲

艶やかな舞踊に会場はうっとり

おめでとうございます

を
披
露
。
か
わ
い
ら
し
い
歌
声
に

会
場
か
ら
は
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
文
化
協
会
か
ら
舞
踊

を
披
露
し
、
艶
や
か
な
踊
り
で
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

今
回
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
昭
和
23
年
の

入
籍
、
金
婚
の
ご
夫
婦
は
昭
和
33

年
の
入
籍
、
傘
寿
は
昭
和
３
年
生

ま
れ
の
皆
さ
ん
で
す
。

慶
祝
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

慶祝者を紹介（敬称略）

ダイヤモンド婚 s山口兵部・ハル（永井上）s外山和
五郎・ミツエ（鎌沢）s綿貫嘉男・なみ（森下上）s阿
部安治・つね（森下中）s諸田光十郎・たま（森下中）
s林精一・みち子（橡久保北部）s加藤有司・　と（吹
張）s林栄久・マス（宿）s横坂文男・　　（田岸）s
関上佳弥・すみ江（滝久保）s林六郎・あき（生越）s
林愛司・せつ（生越）s星野眞　・まつの（長者久保）
s治田十三治・雪枝（大河原）s金子精治・一二三（追
分）s武井忠雄・きく（追分）s木暮清二・みつ（追分）
s新井孝市・とし（赤谷）s諸田　五郎・フクイ（赤城
原第一）s澤浦久四郎・ツル子（松ノ木平第二）s 橋
昌・キサエ（松ノ木平第二）s小島彊・惠（松ノ木平第
二）

金婚 s 橋　吉・いと（入原上）s中島進・里江（藤
井）s星野和拾・春海（宮貝戸）s倉澤立己・愛（根岸）
s竹之内康雄・一子（根岸）s綿貫民男・ソノヱ（森下
中）s綿貫幸男・ふ　よ（森下中）s真下幸雄・民江
（森下下）s真下春吉・たま（森下下）s飯塚健次・ハ
ナ（入沢）s堤好雄・とり（入沢）s林大八・ひさ子
（三ツ谷）s林昌平・節子（三ツ谷）s加藤　一・ハツ
江（宿）s小野宗作・せつ子（宿）s川端映男・八枝
（宿）s山口大一・キン（常木）s宮内貞雄・才子（滝寺）
s横坂昇・さかゑ（田岸）s仲村三郎・美和子（滝久保）
s林一美・幸子（大河原）s大河原英二・キヨ（追分）s
石井吉正・　 子（追分）

傘寿 s永井下…藤井スミヱ、藤井文作、藤井みつ惠
s入原上…七五三木武夫、 成よし　s入原下…諸田幸
代　s藤井…藤井より　s宮貝戸…星野和拾　s伏田…
竹之内節子　s鎌沢…小笠原昌雄、金井吉之助、小林本
次　s森下上…廣田百一、澤浦昭公　s森下中…清水倭
子、廣田長男、真下大助、堤久良、諸田たま　s森下下
…関上昭、関上やす　s入沢…堤晴子、堤洋次、堤きわ
子、堤トヨ、飯塚行夫　s三ツ谷…新木公江、林みよ子
s橡久保北部…金井粂之助、林隆治　s橡久保南部…新
木たき、新木タカ　s吹張…加藤勝太郎　s宿…加藤つ
る、加藤千枝　s中宿…山後みつ子、須藤澄子　s中内
出…加藤光司　s常木…飯塚勝二、 橋初男、篠田　子
s滝寺…後藤文子、後藤昭平　s南内出…小野輝光、石
井あき江、石井梅子　s上内出…林のぶ、 ツネ、加
藤富美江　s大堀…横坂うし、鈴木正子、横坂知惠子、
田沼辰　　s滝久保…石井みつ枝、仲村美和子、関上ト
ク、藤井はな子　s池原…吉澤ミネ　s中野下…石井吉
之助、石井嘉久、石井はる江　s中野上…林みつ、林辰
江、吉澤松衛、中村正三　s長者久保…星野精三郎、星
野ふさ、篠田マス　s大河原…治田十三治、 橋和三
s追分…石井はつゑ、町田はつゑ　s赤谷…中澤博、須
藤うめ子、馬場光雄　s赤城原第二…今井タツミ、勝見
イソ、 原とき子
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ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
こ
の
季

節
、
雨
水
が
氾
濫
し
道
路
に
流
れ

て
い
る
･
･
･
。

こ
ん
な
事
が
起
こ
る
前
に
、
ま

ず
は
身
の
周
り
の
道
路
を
点
検

し
、
側
溝
な
ど
の
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

村
で
も
、
道
路
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
清
掃
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
全
て
の
道
路
・
側
溝
を
清
掃

す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
個
人
で
の
清
掃
を
お
願

い
し
ま
す
。

も
し
、
個
人
で
手
に
負
え
な
い

場
合
に
は
、
各
区
の
区
長
さ
ん
・

班
長
さ
ん
と
相
談
し
、
各
地
区
で

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

畑
の
側
溝
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
、雨
水
の
逃
げ
道
が
な
く
な
り
、

畑
が
流
さ
れ
る
な
ど
の
災
害
が
起

き
や
す
く
な
る
た
め
、
普
段
か
ら

の
清
掃
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
季
節
、
特
に
注
意
が
必
要

な
の
は
、
赤
城
西
麓
土
地
改
良
事

業
で
整
備
さ
れ
た
道
路
で
す
。

こ
の
道
路
の
ほ
と
ん
ど
は
水
路

を
兼
ね
て
い
る
た
め
、
道
路
に
畑

の
土
砂
が
出
て
い
る
と
、
雨
水
な

ど
と
混
じ
り
、
下
流
の
側
溝
に
流

れ
込
ん
で
詰
ま
る
原
因
と
な
り
、

他
の
耕
作
者
や
道
路
利
用
者
に
迷

惑
が
か
か
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
道

路
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
、
畑

か
ら
出
た
土
砂
な
ど
は
、
き
ち
ん

と
片
づ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

側
溝
を
詰
ま
ら
せ
る
原
因
は
土

砂
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
畑
や

道
路
に
置
か
れ
て
い
た
ゴ
ミ
が
側

溝
に
流
れ
込
ん
で
詰
ま
り
の
原
因

に
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

特
に
最
近
で
は
、
道
路
脇
や
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
に
廃
マ
ル
チ
が
置
か

れ
て
い
る
光
景
を
見
か
け
ま
す
。

も
し
、
集
中
的
な
雨
が
降
り
、

こ
れ
ら
が
道
路
や
側
溝
に
流
れ
込

む
と
、
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ

し
た
り
、
災
害
を
大
き
く
し
た
り

し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

廃
マ
ル
チ
は
Ｊ
Ａ
な
ど
で
行
う

回
収
に
よ
り
適
正
に
処
理
し
、
道

路
脇
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
置
か
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
は
私
た
ち
の
生
活
や
安
全

を
守
る
大
切
な
施
設
で
す
。

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
の
点
検
・
清
掃
作

業
を
し
っ
か
り
し
、
気
持
ち
良
く

使
用
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

土砂で詰まってしまった側溝

ま
ず
は
点
検
・
清
掃
を

畑
に
ゴ
ミ
を
お
か
な
い
で

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

畑
の
周
辺
も

点
検
・
清
掃
を

６
月
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
梅
雨
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
畑
や
家
の
周
り
の
道
や
側
溝
は
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

道
路
に
物
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、
側
溝
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
、
雨
の
多
い
こ
の
時
期
、
宅

地
に
浸
水
し
た
り
、
畑
が
流
さ
れ
る
な
ど
、
お
も
わ
ぬ
災
害
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。災

害
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
前
に
、
周
り
の
道
路
の
状
況
を
確
認
し
、
側
溝
の
掃
除
や
道
路

沿
い
に
物
を
置
か
な
い
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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私
た
ち
が
日
々
の
生
活
を
健
や

か
に
送
る
た
め
に
は
、
心
身
と
も

に
健
康
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
か
で
も
毎
日
の
食
事
が
健

康
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
特

に
子
ど
も
の
頃
の
食
習
慣
は
生
涯

に
わ
た
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
、

大
変
重
要
で
す
。

し
か
し
、
食
べ
物
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
便
利
に
な
っ

た
現
代
社
会
で
は
、「
食
」
を
大

切
に
す
る
心
の
欠
如
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
崩
れ
や
不
規
則
な
食
事
の

増
加
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
、
伝
統
的
な
食
文
化
の
消
失
、

食
料
自
給
率
の
低
迷
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
村
で

は
、親
子
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓
を
囲

む
機
会
を
設
け
る
た
め
、
毎
月
第

一
日
曜
日
を「
昭
和
村
食
育
の
日
」

と
し
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
協

力
で
、
小
学
４
・
５
・
６
年
生
と

保
護
者
を
対
象
に
、「
親
子
料
理

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
「
親
子
料
理
教
室
」
で
家

族
一
緒
に
料
理
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
料
理
が
初
め
て
の
方
で
も

大
歓
迎
。
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
健
康
係

1
２
４
―
５
１
１
１
内
線
（
26
）

ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ

２月に行われた親子料理教室の様子

な
ぜ
今
、
食
育
な
の
？

親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　 

　　　　 

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
毎
月
第
一
日
曜
日
を
「
昭
和
村
食
育
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

親
子
で
、
家
族
で
一
緒
に
料
理
を
し
て
、
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

■日程 年間計画表のとおり
■時間 午前10時～午後１時30分
■場所 村保健センター　調理室・研修室
■参加費 一人あたり200円（徴収は当
日行います）
■募集人数 12組程度（応募多数の場合
には先着順になります）
■その他 エプロン・三角巾をご持参くだ
さい

親子料理教室年間計画表

※原則として小学４・５・６年生とその保護者を対象とします。
（小学３年生以下の兄弟等の参加は可）
※詳しい内容や参加申し込みは、開催日の２週間前までに学校
を通じて配布します。

開催日 食育ミニ講話テーマ 申込期限

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

７月６日（日）

８月３日（日）

９月７日（日）

11月２日（日）

12月７日（日）

２月１日（日）

３月１日（日）

食べるってなあに？

朝ごはんについて

野菜の旬について

食べ物の役割について

郷土料理を学ぼう

世界の料理を学ぼう

料理をする前に
これだけは知っておこう

平成20年

平成21年

６月30日（月）

７月28日（月）

９月１日（月）

10月27日（月）

12月１日（月）

１月26日（月）

２月23日（月）

平成20年

平成21年
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５
月
〜
６
月

南
小
学
校
で
は
５
月
16
日
、

２
年
生
の
児
童
44
人
が
遠
足
を

実
施
、
役
場
を
訪
れ
庁
舎
内
を

見
学
し
ま
し
た
。

役
場
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
お
よ
そ
30
分
間
ク
ラ
ス
別

に
庁
舎
内
を
見
学
。

村
職
員
の
説
明
を
真
剣
に
聞

き
な
が
ら
、
庁
舎
内
で
の
仕
事

の
様
子
や
会
議
室
、
議
場
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

最
後
に
屋
上
に
出
た
子
ど
も

た
ち
は
、
役
場
の
庁
舎
や
仕
事

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。

職員の説明を聞く子どもたち

南
小
２
年
生
が

遠
足
で
役
場
見
学

第
77
回
横
浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー
が
５
月
27
日

か
ら
６
月
２
日
に
か
け
て
横
浜
公
園
で
開
催
さ

れ
、
村
で
は
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
出
店
を
行
い
ま
し

た
。今

回
の
出
店
は
、
村
商
工
会
や
赤
城
高
原
農

業
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
「
横
浜
開
港
記
念

バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
」
を
組
織
、
初
め
て
バ
ザ

ー
に
臨
み
ま
し
た
。

村
の
出
店
で
は
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

の
高
原
野
菜
を
は
じ
め
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
漬
物
、

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
等
を
販
売
し
、
村
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

会
場
に
は
約
２
４
０
の
店
が
横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
を
囲
む
よ
う
に
並
び
、
そ
の
な
か
で
野
菜
の

販
売
は
本
村
の
他
に
一
店
と
少
な
く
、
目
立
つ

店
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
前
買
っ
た
朝
採
り
レ
タ
ス
、
柔
ら
か

く
て
美
味
し
か
っ
た
」
と
再
び
訪
れ
る
お
客
さ

ん
や
、
「
こ
れ

が
こ
ん
に
ゃ
く

の
素
？
」
と
こ

ん
に
ゃ
く
芋
の

図
柄
を
見
て
驚

く
人
な
ど
で
村

の
テ
ン
ト
は
連

日
賑
わ
い
ま
し

た
。

横
浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー
で
村
を
Ｐ
Ｒ

大勢の人でにぎわう昭和村のテント

雪の残る武尊山を背にレタス植えを行う阿部さん

草
木
が
緑
に
い
ろ
づ
く
５
月
。
村
内
の
い
た

る
所
で
こ
ん
に
ゃ
く
芋
や
レ
タ
ス
の
苗
の
植
え

付
け
作
業
等
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
い
よ
い
よ

農
繁
期
に
突
入
し
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
雨
の
日
が
多
く
、
久
し

ぶ
り
に
晴
れ
渡
っ
た
５
月
16
日
、
中
野
望
郷
ラ

イ
ン
付
近
で
は
、
阿
部
恵
美
さ
ん
（
中
野
上
）

が
レ
タ
ス
の
苗
植
え
作
業
を
、
中
野
上
で
は
塩

野
勲
さ
ん
（
中
野
上
）
が
畑
で
マ
ル
チ
張
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
城
原
で
は
、
生
方
勝
雄
さ
ん
（
藤
井
）
ご

家
族
が
ト
ラ
ク
タ
ー
で
こ
ん
に
ゃ
く
の
植
え
付

け
作
業
。
生
方
さ
ん
は
「
今
ま
で
雨
が
多
く
思

う
よ
う
に
作
業
が
進
ま
な
か
っ
た
。
今
日
は
久

し
ぶ
り
の
晴
れ
な
の
で
今
ま
で
の
遅
れ
を
挽
回

し
た
い
」
と
農
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
農
繁
期
に
突
入

こんにゃく植えを行う生方さん

黙々とマルチ張りを行う塩野さん

こんにゃくの試食は大盛況
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村
内
各
保
育
園
で
は
、「
む
し
歯
予
防
教
室
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
む
し
歯

予
防
週
間
に
併
せ
園
児
に
歯
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
、
10
年
前
か
ら
毎
年
各
保
育
園
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
６
月
３
日
に
は
子
育
保
育

園
で
、
６
月
４
日
に
は
第
１
保
育
園
で
そ
れ
ぞ

れ
実
施
。

む
し
歯
に
つ
い
て
の
お
話
や
紙
芝
居
を
行
っ

た
ほ
か
、
年
長
さ
ん
（
５
歳
児
）
は
歯
の
汚
れ

を
確
認
す
る
た
め
、染
め
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

歯
科
衛
生
士
の
山
田
恵
子
さ
ん
は
「
赤
い
部

分
は
汚
れ
が
残
っ
て
い
る
印
。
し
っ
か
り
と
磨

き
ま
し
ょ
う
」
と
、
大
き
な
歯
の
模
型
を
使
い

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
を
実
演
。
園
児
た

ち
は
鏡
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
歯
み
が
き
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

奥の歯もしっかり磨こう!!（第一保育園）

ドウダンツツジを植樹する保護者

第
１
保
育
園
で
は
５
月
27
日
、
ひ
ま
わ
り
組

（
５
歳
児
）
の
保
護
者
30
人
余
り
が
、
ド
ウ
ダ

ン
ツ
ツ
ジ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な

ど
、
５
種
類
の
苗
木
、
計
55
本
を
園
庭
や
保
育

園
の
ま
わ
り

に
植
樹
し
ま

し
た
。

こ
の
作
業

は
、
同
保
育

園
保
護
者
会

の
行
う
保
育

園
の
掃
除
や

修
繕
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

保
護
者
ら
は
午
後
５
時
か
ら
作
業
を
開
始
。

お
よ
そ
30
分
に
わ
た
っ
て
、
植
樹
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

今
回
植
樹
し
た
苗
木
は
、
緑
豊
か
な
生
活
環

境
の
形
成
を
図
る
た
め
、
自
治
体
が
管
理
す
る

施
設
に
つ
い
て
、
県
が
行
っ
て
い
る
「
緑
い
っ

ぱ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
よ
り
配
布
さ
れ
た

も
の
で
す
。

第
一
保
育
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
同
事
業
で

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
保
育
園
の
ま
わ
り
に

植
樹
し
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
組
保
護
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
樹

む
し
歯
予
防
教
室
で
歯
み
が
き
を
練
習

県
建
設
業
協
会
利
根
沼
田
支

部
と
利
根
沼
田
建
設
業
安
全
技

術
協
力
会
が
主
催
す
る
道
路
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
５
月
30
日
に
行

わ
れ
、
同
協
力
会
に
加
盟
す
る

村
建
設
業
社
が
村
内
主
要
道
路

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
参
加
し
た
の
は
石
坂

建
設
㈱
、
篠
田
建
設
㈱
、
㈱
高

橋
舗
道
、兵
藤
建
設
㈱
の
４
社
。

ゴ
ミ
拾
い
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
磨

き
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
は

毎
年
５
月
30
日
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

日
）
に
県
下
で
一
斉
に
行
わ
れ

て
、
今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま

す
。

ゴミ拾いを行う会員のみなさん

５ゴ

３ミ

０ゼ
ロ

の
日
で

道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦

歯磨きシュッシュッ!!（子育保育園）

手際よく植樹



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
無
我
夢
中
の
50
年
。
敬

老
会
の
通
知
が
来
て
金
婚
を

迎
え
た
事
に
気
が
付
い
た
」

と
い
う
小
野
宗
作
さ
ん
せ
つ

子
さ
ん
ご
夫
妻
。「
子
育
て

が
終
わ
っ
て
、
今
度
は
孫
育

て
」と
い
う
お
二
人
は
現
在
、

次
男
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り

〝
孫
育
て
〞
中
で
す
。

宗
作
さ
ん
は
「
孫
た
ち
の

た
め
に
も
休
ん
で
な
ん
か
い

ら
れ
な
い
」
と
、
今
で
も
現

役
の
農
家
。
せ
つ
子
さ
ん
、

長
男
と
一
緒
に
こ
ん
に
ゃ
く

な
ど
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ

ん
な
お
二
人
に
は
趣
味

人
な
一
面
も
。
宗
作
さ
ん
は

旅
行
が
趣
味
で
、
二
人
で
よ

く
車
で
気
ま
ま
な
旅
を
し
た

そ
う
で
す
。「
青
森
の
竜
飛

岬
や
階
段
国
道
、
ま
た
石
川

で
は
東
尋
坊
や
能
登
へ
も
車

で
出
か
け
ま
し
た
」
と
言
い

ま
す
。
せ
つ
子
さ
ん
は
、
歌

う
事
が
趣
味
で
、
コ
ー
ラ
ス

を
20
年
来
続
け
ら
れ
て
い
た

の
だ
と
か
。
ま
た
詩
を
書
く

の
が
好
き
で
、
こ
れ
ま
で
に

「
昭
和
の
湯
音
頭
」
と
「
自

分
の
半
生
を
綴
っ
た
」
と
い

う
「
野
良
の
ひ
と
」
の
２
曲

を
作
詞
し
ま
し
た
。

改
め
て
50
年
を
振
り
返
り

「
子
育
て
、
孫
育
て
で
ケ
ン

カ
し
て
い
る
暇
が
な
か
っ

た
。
二
人
で
協
力
し
合
い
、

い
ろ
ん
な
人
の
お
世
話
に
な

り
、
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
」

と
言
う
お
二
人
。

今
後
は
「
孫
た
ち
が
立
派

に
成
長
し
て
く
れ
る
事
が
一

番
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気

を
付
け
て
い
き
た
い
」
と
微

笑
ん
で
い
ま
し
た
。小

お

野
の

宗
そう

作
さく

さん (70歳)
せつ子さん (67歳)

・宿

「
子
育
て
終
わ
っ
て
、
孫
育
て
」（昭和33年４月21日入籍）

今
イチオシ
月 の 村

公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

我慢しないでメタボ対策!
伊達式ダイエットの男性版
が完成。「やせたいなら食べ
なさい」で女性の圧倒的な
支持を得る「伊達式ダイエ
ット」。夜中にラーメンが食
べたいetc.「伊達式」が男の
欲望もズバリ解決

おひとりさまの老後
上野　千鶴子　著

法研

パパはウルトラセブン
みやにし　たつや　著

学習研究社

夢をかなえるゾウ
水野　敬也　著
飛鳥新社

ちょっとだけ
瀧村 有子　著／鈴木 永子　絵

福音図書店

夜中にラーメンを
食べても太らない技術

伊達　友美　著
扶桑社
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タ
イ
ミ
ン
グ

今
年
で
二
十
四
歳
に
な
り
成
人
式
を
終
え
て
も
う
四
年
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
っ
て
重
要
だ
な

〜
と
つ
く
づ
く
実
感
し
ま
す
。
例
え
ば
今
の
自
分
の
周
り
の
友
人

と
の
出
会
い
や
職
場
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
も
、
タ
イ
ミ
ン

グ
が
違
え
ば
出
会
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

他
に
も
自
分
で
考
え
て
決
断
す
る
と
き
に
も
、

「
あ
の
時
あ
あ
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
」

「
あ
の
時
こ
う
し
て
お
い
て
良
か
っ
た
」

と
、
後
悔
し
た
り
安
心
し
た
り
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
キ
ッ
カ
ケ
や

タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ
レ
で
色
々
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
中
で
も
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
り
、
自

分
の
意
志
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
き
ま
す
が
人
生
は

一
度
き
り
な
の
で
、
悔
い
の
無
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
楽

し
み
つ
つ
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
鈴す
ず

木き

貴た
か

紀の
り

さ
ん
（
23
歳
・
橡
久
保
北
部
）
で
す
。

よく遊ぶ、小学校から仲の良い友達です。

スノーボードが趣味で、冬場はスキー場で働いてい

たりします。

よくケガをするからケガに気をつけてな。

田んぼに映る片品川橋（常木、５月27日撮影）

�
たか

野
の

龍
りゅう

二
じ

さん

(24歳・森下下)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
学
生
の
記
事

も
っ
と
取
り
上
げ
て

中
学
生
の
記
事
を
も
っ
と
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
　
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が

特
に
良
か
っ
た
。

（
Ｔ
・
Ｒ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
事
前
に
キ
ャ
ッ
チ
し
た

出
来
事
は
、
で
き
る
だ
け
取
材

し
、
掲
載
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

も
し
、「
こ
ん
な
事
が
あ
る

よ
」
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い

ね
。

広
報
統
計
係

昭
和
の
日
に

昭
和
の
日
に
昭
和
の
お
ま
つ

り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た

行
き
た
い
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｎ
）

■
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
昭
和
の
日
」
が
制
定

さ
れ
て
今
年
で
２
年
目
。
記
念

イ
ベ
ン
ト
は
今
年
も
盛
況
で
、

色
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
「
昭
和
の
日
」
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
、
ウ
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
昭
和
の

秋
ま
つ
り
と
並
ん
で
昭
和
の
三

大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
く
と

良
い
で
す
ね
。

広
報
統
計
係

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。
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英語であそぼっ！！

子どもたちに大人気のリー先生

若妻会連絡協議会（野上忍会長）では５月16日、

東小学校体育館で健康づくり大会を開催。講師に

高澤妙子先生を招き、「ヨガ教室」を行いました。

参加したのはおよそ60人の若妻会員。午後７時

30分より開会行事が行われ、その後いよいよヨガ

に挑戦。

若妻会員の皆さんは、先生の指導を受け、ヨガ

のポーズに悪戦苦闘しながらも、およそ１時間さ

わやかな汗を流しました。

ヨガで心も体も美しく

ヨガに汗を流す若妻会員

昭和中学校では５月16日、総合運動公園でマラソン大会を実施しま

した。さわやかに晴れわたった空のもと、女子は３km、男子は５km

にそれぞれ挑戦。残雪が残る山々を背に、自慢の健脚を競いました。

男子の部では昨年に続き今年も校内記録が塗り替えられ、平松聡司

君（３年生）が新記録を達成。これまでの校内記録18分16秒１を40

秒上回り、17分35秒７でゴールしました。

主な結果は次のとおり

女子　優勝：竹吉柚貴子さん（１年生）、準優勝：林美穂さん（１

年生）、第三位：小野愛美さん（３年生） 男子　優勝：平松聡司

君（３年生）、準優勝：勝見翼君（３年生）、第三位：飯塚貴啓君（３

年生）

残雪の山々を背に快走

残雪の山々を背に元気にスタート

第２保育園では５月26日、英語指導助手（ＡＬ

Ｔ）のリー先生こと、リー・シンプソンさんと年

中・年長組（４・５歳児）の40人が、英語で楽し

く遊びました。

園児たちは踊りやゲームを通じて体を動かし、

楽しみながら英語で話したり歌ったりしていまし

た。

リー先生はこのほか、第１保育園や子育保育園

にも定期的に訪れ、園児たちと英語で交流してい

ます。

▼

▼



保育園・小中学校で交通安全教室を実施
交通安全教室が４月14日から６月３日にかけて村内各保育

園・小中学校で行われました。

これは「春の交通安全運動」の一環として実施され、保育

園児や小学校の１・２年生は主に横断歩道の渡り方を、小学

校の中高学年と中学生は自転車の乗り方について、それぞれ

練習しました。

また、小学校や保育園では、人形を使った大型車両の内輪

差による巻き込み事故や道路への飛び出し事故の実演が行わ

れました。

子育保育園では６月３日に実施。当日はあいにくの雨とな

ってしまいましたが、園児たちはホールで交通安全のビデオ

を見た後、ホール内に作られた横断歩道を渡る練習を行いま

した。

1 5

横断の練習上手にできたよ（子育保育園）

道路での横断練習（東小） 内輪差の実演（南小） 自転車の乗り方を練習（大河原）

菜の花館で園児とお年寄りが交流
第１保育園と特別養護老人ホーム「菜の花館」のお年寄り

が５月10日、一緒にいちご大福を食べたり童謡を歌ったり、
楽しく交流しました。
今年は年長組の34人が菜の花館を訪れ、「むすんでひらい

て」など４曲の歌を披露。元気いっぱいに歌う園児たちに、
お年寄りの皆さんも、手拍子をするなど顔をほころばせてい
ました。
この交流会は、赤城高原農業観光協会（後藤忠彦会長）が

「隣接する第１保育園と菜の花館の交流のお手伝いができれ
ば」と２年前から実施、今回で３回目を迎えます。 元気いっぱいの歌声を披露する園児
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
健
康
水
準
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
へ
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
を
受
け
る
場
合
、
村
の
特

定
健
診
と
二
重
に
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ど
ち
ら
か
選
ん
で
い

た
だ
き
、
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
受
診
日
と
医
療

機
関
名
を
届
け
出
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
、
国
民
健
康
保
険
を
完
納

し
て
い
る
世
帯
の
35
歳
以
上
69
歳

ま
で
の
人

■
対
象
医
療
機
関

村
で
認
め
た

医
療
機
関

■
補
助
額

一
人
２
万
５
千
円

（
超
え
な
い
場
合
は
そ
の
費
用
分
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
保
険

証
、
②
医
療
機
関
の
領
収
書
、
③

健
診
結
果
報
告
書
、
④
印
鑑
、
⑤

振
込
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）

財
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響

の
み
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
、
既

に
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分
の

住
民
税
額
か
ら
、
増
額
と
な
っ
た

住
民
税
相
当
額
を
還
付
し
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告

が
必
要
で
す
。

■
申
告
期
間

７
月
１
日
（
火
）

〜
７
月
31
日
（
木
）

■
申
告
先

平
成
19
年
１
月
１
日

現
在
住
ん
で
い
た
市
町
村

し
ょ
う
わ
子
ど
も
教
室
で
は
、

週
末
体
験
「
親
子
着
付
け
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

夏
真
っ
盛
り
の
時
期
に
ピ
ッ
タ

リ
の
浴
衣
の
着
付
け
で
す
。
浴
衣

を
着
こ
な
し
夏
祭
り
に
繰
り
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

７

月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

正
午

■
場
所

地

域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
和
室

児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
（
所

得
制
限
あ
り
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
の

提
出
が
必
要
で
す
。

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

人
間
ド
ッ
ク
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

結核・肺ガン・特定健診・生活機能評価・前立腺ガン検診を実施

税
務
課
　
内
線
19

平
成
19
年
に
所
得
減
で
所
得
税

が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
人
へ

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

児
童
手
当
の
受
給
に
は

申
請
が
必
要
で
す

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

児
童
手
当
の

「
現
況
届
」は
６
月
中
に

親
子
着
付
け
教
室
の

参
加
者
を
募
集

教
育
委
員
会
事
務
局
　
内
線
53

期日

7/29
(火) 午前８：30～11：30

午前８：30～11：30

午前８：00～９：00
午前10：00～11：30

午前８：30～11：00

午前８：00～９：30
午前10：00～11：30
午前８：00～10：00
午前10：30～11：30
午前８：00～10：00
午前10：30～11：30

午前８：30～11：30

午前８：30～11：30

保 健 セ ン タ ー

地域活性化センター

永井住民センター
川額集落センター

堤商店集出荷所

追分住民センター
大河原住民センター
赤 城 原 区 民 館
松ノ木平第二住民センター
貝野瀬構造改善センター
生越住民センター

地域活性化センター

保 健 セ ン タ ー

吹張､宿､中宿

森下上・中・下

永井下・上
藤井、宮貝戸、根岸、伏田

入原上・下

追分、赤谷
中野下・上、長者久保、大河原
赤城原第一・第二
松ノ木平第一・第二
田岸、大堀、滝久保、池原
生越

鎌沢、入沢、三ツ谷、橡久保北部・南部

滝寺､南内出､上内出､中内出､常木
他で受けられなかった人

7/30
(水)

7/31
(木)

8 / 1
(金)

8 / 4
(月)

8 / 5
(火)

8 / 6
(水)

8 / 7
(木)

8 / 8
(金)

受付時間 場　　所 対　象　地　区■内容 結核・肺ガン検診／胸部レントゲン検
査　特定健診／身長、体重、腹囲測定、尿検査、
血圧測定、血液検査　生活機能評価／必要に応
じて診察、心電図、眼底検査　肝炎ウィルス検
査・前立腺ガン検診／血液検査
■対象 特定健診／40歳以上74歳までで国民
健康保険に加入している人　生活機能評価・結
核検診／65歳以上の人　肺ガン検診／40歳以
上の人　肝炎ウィルス検査／40歳の人　前立
腺ガン検診／50歳以上の男性
■受診上の注意 血液検査は食事に影響される

ため、空腹時での検査が理想です。なるべく検

査前５時間は、食べたり飲んだりしないでくだ

さい。

■問い合わせ 保健福祉課　健康係（内線26）
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■もんだい
第35回昭和村敬老会が５月26日に行
われました。今年は22組のご夫妻がダ
イヤモンド婚を、23組のご夫妻が金婚
を迎えられました。
それでは、問題です。傘寿（80歳）
を迎えられた人は、「○○人」だったで
しょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝７月１日(火)。s発表＝「広報しょう
わ」７月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u５月号のクイズの答えは、「昭和の日」で
した。応募総数は４通。当選者は次のとおり
です(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

菩
提
寺
の
葉
陰
に
在
す
石
仏
の
お

と
が
ひ
撫
で
ぬ
笑
む
女
童
の

今
井
　
恭
三
郎

歩
む
た
び
別
な
る
道
に
惹
か
れ
ゆ

く
け
ふ
は
轟
音
の
川
に
沿
ふ
土
手

板
橋
　
き
み
江

夫
と
味
は
ふ
嫁
よ
り
の
新
茶
ほ
の

ぼ
の
と
居
間
に
香
り
ぬ
朝
の
ひ
と

と
き
　
　
　
　
　
　
金
井
　
粂
子

薫
風
は
部
屋
一
杯
に
吹
き
入
り
て

蒲
公
英

た
ん
ぽ
ぽ

の
綿
我
が
膝
に
落
つ
　
　
　

金
井
　
松
枝

篤
姫
に
泣
き
て
涙
に
洗
は
れ
し
ま

な
こ
を
ゆ
っ
く
り
閉
ぢ
て
寝
に
付

く
　
　
　
　
　
　
　
諸
田
　
洋
子

木
々
萌
え
て
明
る
く
な
り
し
畑
を

鋤
く
選
挙
に
連
な
る
車
を
見
つ
つ

諸
田
　
義
幸

思
ひ
き
り
大
き
口
あ
け
コ
ー
ラ
ス

に
や
さ
し
く
な
れ
る
気
が
す
る
ひ

と
日
　
　
　
　
　
倉
沢
　
美
代
子

足
曳
き
し
吾
に
歩
み
を
合
は
せ
く

る
る
友
と
見
上
ぐ
る
満
開
の
桜

高
橋
　
洋
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

れ
ん
ぎ
ょ
う
の
黄
を
泣
か
す
ご
と

雨
し
ど
と

須
藤
　
澄
子

頑
健
の
会
長
入
院
春
寒
し

新
木
　
武
治

入
学
の
孫
を
称
え
る
祝
膳

横
坂
　
庄
三

地
蔵
さ
ん
赤
い
腹
か
け
花
曇
り

藤
井
　
三
代
子

Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
包
み
て
花
曇
り

金
井
　
粂
子

春
雨
の
音
を
楽
し
む
傘
の
中

真
下
　
章
子

餌
あ
さ
る
鳥
の
声
し
て
春
の
雪

杉
木
　
哲
二

心
音
の
歪
み
萎
え
た
り
手
術
台

狩
野
　
亀
男

紅
梅
を
見
せ
た
き
病
の
妻
か
ゝ
え

坂
田
　
保
男

★　　橋　里　奈　 (12歳 )

★小　菅　都志子　 (48歳 )

入 原 上

池 　 原

応募規定

こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
提
出
が
な
い

と
６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
に
は
村
か
ら
別

途
通
知
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
請
場
所

保
健
福
祉
課

■
必
要
な
書
類
等

①
請
求
者
が

厚
生
年
金
の
場
合
に
は
年
金
加
入

証
明
書
ま
た
は
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
、
②
１
月
１
日
現
在

に
村
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
は

以
前
の
住
所
地
で
発
行
す
る
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
健
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
力
し
て
、
村
内
に
お
住

ま
い
の
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
認
知
症
の
人
の
見
守
り
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は「
緊
急
時
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」を
紹
介
し
ま
す
。

緊
急
時
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
は
、
認
知
症
の
人
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
等
の
時
に
、
警
察
に
捜

索
願
を
出
す
と
、
警
察
か
ら
村
内

と
沼
田
市
内
の
協
力
事
業
所
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
が
送
ら
れ
、
情
報
提
供
を
呼

び
か
け
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　
1
２
４
―
５
１
１
１

（
内
線
57
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
見
守
り
支
援
の
取
り
組
み
」

そ
の
２

地
域
地
域

イメージ図

訂
正
と
お
詫
び

広
報
し
ょ
う
わ
５
月
号
Ｐ
13
ペ
ー
ジ

掲
載
「
広
報
文
芸
」
俳
句
の
中
で
、「
ふ

る
里
の
先
祖
に
お
参
り
春
彼
岸
」
の
作

者
が
「
小
林
仁
作
」
さ
ん
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
花
茂
喜
右
」

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



け
て
の
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
の
方
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間

午
前
11
時
〜
午
後

６
時
（
水
・
日
・
祝
日
は
休
館
、

土
曜
の
み
要
予
約
）

▼
内
容

①
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相

談
、
②
セ
ミ
ナ
ー
や
仕
事
体
験
な

ど
個
別
的
・
継
続
的
な
支
援

▼
費
用

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

ぐ
ん
ま
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
前
橋
市

千
代
田
町
２
―
５
―
１
前
橋
テ
ル

サ
５
Ｆ
　
1
０
２
７
―
２
３
３
―

２
３
３
０
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

平
成
21
年
４
月
１
日
採
用
の
税

務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２

日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

▼
試
験
日

一
次
試
験
　
９
月
７

日
（
日
）

▼
場
所

人
事
院
各
地
方
事
務
局

が
示
し
た
試
験
地
で
あ
れ
ば
、
希

望
す
る
全
国
ど
こ
の
試
験
地
で
も
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交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
、

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
・
・
・
。

と
い
う
方
は
検
察
官
の
し
た
処
分

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
「
検

察
審
査
会
」
に
審
査
す
る
よ
う
申

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審

査
員
が
こ
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
審
査
員
に
選
ば
れ

た
と
き
に
は
、
国
民
の
代
表
と
し

て
、
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

前
橋
検
察
審
査

会
事
務
局
（
前
橋
地
方
裁
判
所
内
）

1
０
２
７
―
２
３
１
―
４
２
７

５
（
内
線
４
７
１
）

退
職
金
制
度
を
設
け
た
い
場
合

は
、
国
の
「
中
退
共
制
度
」
に
よ

り
、
安
全
・
確
実
・
有
利
な
制
度

が
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

に
新
し
く
加
入
し
た
企
業
に
は
、

掛
金
月
額
の
１
／
２
（
従
業
員
ご

と
上
限
５
、
０
０
０
円
）
を
加
入

後
４
か
月
目
か
ら
１
年
間
、
国
が

助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
途
中
で
掛
金
を
増
額
し

た
場
合（
増
額
前
の
掛
金
が
１
８
、

０
０
０
円
以
下
）
に
は
、
増
額
分

の
１
／
３
を
１
年
間
、
国
が
助
成

し
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
０
３
―
３
４
３
６
―
４
３
５

１
ま
で

学
校
卒
業
後
・
退
学
後
又
は
離

職
後
、
一
定
期
間
無
職
の
状
態
に

あ
り
、
働
く
こ
と
に
自
信
や
意
欲

が
な
く
、
悩
ん
で
い
る
若
者
に
対

し
、
職
業
的
・
社
会
的
自
立
に
向

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

検
察
審
査
員
に

選
ば
れ
た
ら
ご
協
力
を

◆
前
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

おまわりさんからのお知らせ

６月１日から改正道路交通法が施行されました
主な改正点は次のとおりです。
自動車や自転車を運転するときは、交通ルールや

マナーを守って、安全運転を心がけましょう。
★「高齢運転者標識」、「聴覚障害者標識」の表示を
義務づけ
75歳以上の人、ワイドミラーの装着を条件として

免許を取得した聴覚障害者が、普通自動車を運転す
る場合には、それぞれ「高齢運転者標識」、「聴覚障
害者標識」の表示が義務づけられました。
★後部座席のシートベルト装着の義務づけ

自動車を運転する際は、助手席だけでなく、後部
座席に乗車した人にもシートベルトの装着が義務付
けられました。
★幅寄せや割り込みの禁止
高齢運転車標識、初診運転者標識、身体障害者標

識、聴覚障害者標識等の標識を表示した自動車に対
する幅寄せや割り込みが禁止されました。
★自転車のヘルメットの着用努力義務の導入
幼児・児童を自転車に乗せるときは、乗車用ヘル

メットを装着させるように務めなければなりません。

退
職
金
づ
く
り
は

「
中
退
共
」
で

◆
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

「
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ご
利
用
を

◆
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
募
　
集

税
務
職
員（
Ⅲ
種
）を
募
集

◆
沼
田
税
務
署



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：７月７日（月）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：６
月30日（月）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：７月４
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話1

０２７－２３１－４４８８

村県民税１期、介護保険料２期、

保育料６月分、学校給食費６月分

は、６月30日（月）が納期です。

完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター
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わが村の人口

人　口　7,824人　(－11)
男　　3,873人　(－３)
女　　3,951人　(－８)

世帯数　2,280世帯(－１)
※（ ）内は前月比

６月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

受
験
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

▼
試
験
内
容

高
等
学
校
卒
業
程

度▼
申
込
期
間

６
月
24
日
（
火
）

〜
７
月
１
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

沼

田
税
務
署
総
務
課
　
1
０
２
７
８

―
２
２
―
２
１
３
１

■
開
催
日

８
月
19
日
（
火
）
〜

21
日
（
木
）
ま
で
の
３
日
間

■
対
象
者

戦
没
者
遺
族
の
後
継

者
で
、
小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年

生
　
１
人

■
費
用

３
万
３
千
円
程
度

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
昭
和

村
遺
族
会
（
事
務
局
、
昭
和
村
社

会
福
祉
協
議
会
　
1
０
２
７
８
―

２
０
―
１
１
２
６
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

５
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

追
　
分
　
飯い

い

塚づ
か

彩さ

楽ら

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
５
月
２
日
生

根
　
岸
　
下し

も

飯い
い

尊た
か

生き

く
ん

さ
ん
の
子
５
月
５
日
生

根
　
岸
　
綿わ

た

貫ぬ
き

花は
る

菜な

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
５
月
10
日
生

滝
久
保
　
井
上
　
咲さ

く

耶や

く
ん

さ
ん
の
子
５
月
15
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

一
　
郎

陽
　
子

英
　
樹

志
津
子

敦
由
香
里

健
　
二

静
　
香

入
原
上
　
青
木
　
タ
イ
さ
ん

84
歳
　
４
月
25
日
没

中
　
宿
　
加
藤
　
　
清
さ
ん

90
歳
　
４
月
30
日
没

追
　
分
　
石
井
　
米
子
さ
ん

52
歳
　
５
月
８
日
没

下
　
宿
　
綿
貫
　
重
郎
さ
ん

93
歳
　
５
月
13
日
没

池
　
原
　
藤
井
　
カ
ク
さ
ん

100
歳
　
５
月
19
日
没

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
し
、

群
馬
社
会
保
険
事
務
局
が
委
託
し

た
会
社
が
、
電
話
に
よ
り
納
付
の

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
を

お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
及
び
国
で
任
用
し
た
国
民
年
金

推
進
員
が
、
国
民
年
金
制
度
の
ご

案
内
や
保
険
料
の
収
納
の
た
め
各

家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や

訪
問
は
、
平
日
だ
け
で
な
く
、

土
・
日
や
夜
間
に
も
し
て
い
ま
す
。

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な

い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事

務
所
　
1
０
２
７
９
―
２
２
―
１

６
０
７
ま
で
。

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
は
、

月
額
１
４
　
４
１
０
円
の
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
す
る

と
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
、
減

額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
す
る
ば
か
り
か
、
障
害
年
金

や
、
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
方
は
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
方
に
は

電
話
や
訪
問
等
に
よ
る

納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

沖
縄
「
群
馬
の
塔
」
慰
霊
青
少
年

派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募
集

◆
昭
和
村
社
会
福
祉
協
議
会

，




